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と
方

法
に

よ

り
日
本
の

宗
教
と

社

会
の

構
造
的

特
質
を

探
り、

歴
史
的
変

遷
を

明
ら
か

に

す
る

。

具
体
的
に

は
、

お

よ
そ
一

万
年
前
の

縄
文
時
代
の

宗
教

世
界
か

ら

現
代
の

オ

ウ

ム

真
理
教
な
ど
の

新
新
宗
教
ま
で

取
り
上

げ

る

予

定
。

日
本
人
の

自
己
認
識
に

お
い

て、

日

本
の

宗
教
と

社
会
に

対
す

る

理

解
と

認
識
は

不
可
欠
の

要
素
と
な
る

だ
ろ

う
。

そ

の

意
味
で

は

本
講

義
は
、

「

日
本
」

と
は

何
か

、

「

日

本
人
」

、
「

日

本
文
化
」

と

は

何
か

を

反

省
的
に

と
ら

え
る

時
の

手
が

か

り
に

な
る

だ
ろ

う
。

】

（

「

宗
教
学
1

」

一

秋

学
期
・

後
期
シ

ラ

バ

ス
）

と
し

て

い

る
。

　
後

期
の

「

宗
教
学
H
」

は
、

前

期
で

取
り
上
げ
た

宗
教

学
の

諸
概
念
や

理
論
や

世

界
宗
教
史
の

諸
相
と

関

連
づ

け
な
が
ら

、

日

本
の

宗
教
史
な
い

し
宗

教
文
化
の

特
質
を

考
察
す
る

。

そ
の

際
、

授

業
者
と
し

て

心
が

け
て

い

る

こ

と
は

、

全
体
的
な

枠
組
み

を
理
解

す
る

手
掛
か

り
と
な
る

試
論
・

史
観
を

提
示
す
る

こ

と
と

、

関
連

す
る

視
聴
覚
教
材
を
用
い

た

り、

日

本

の

古

楽
器

（

石
笛

、

龍
笛

、

法
螺

貝
な
ど
）

を
直
接
演
奏
し

て
、

リ

ア

ル

な
感

覚
体

験
を

提
供
す
る

こ

と
の

二

点
で

あ
る

。

わ
た
し
の

提
示
す
る

史

観
は
、

歴

史
は

直
線
的
に

発
展

な
い

し
変
化
し
て

い

く
の

で

は

な
く

、

螺

旋
構
造
的
に

前
代
の

課
題
を
隔

阯
遺
伝
的
に
引
き

継
ぎ
な
が

ら

拡
大
再
生

産
し

て

い

く
と

い

う
「

ス

パ

イ
ラ

ル

史
観
」

で

あ
る

。

例

え
ば
、

 
古

代
冖

神
話

（

神
祗
信
仰）

の

時
代、

 
中
世
冖

宗
教
（
仏

教
）

の

時
代、

 
近

世
一

学

問
（
儒
学
・

古
学）

の

時

代
、

 
近

代
冖

科
学
技

術
（

洋

学
・

西
洋

教
）

の

時
代
な
ど
の

大

局
的
な
時
代
区
分
や

特

徴
付
け
を
し、

古
代
と
近

代、

中
瞳
と

現
代
の

ス

パ

イ

ラ

ル

的

共
通

的
重

合
を

指
摘
す

る
。

ま
た

我
が

国
の

民
族
宗
教
で

あ
る

神
道
の

変
化
を

、

 
神

神
習
合
時

代
、

 
神
仏

習
合
時

代
、

 
神
仏
分
離
時
代、

 
神
仏
諸

宗
共

働
時
代
と

区
分
し
て、

時
代
的

変
遷
と
そ

の

時
代
の

特
徴
を
捉
え
や

す
い

仮
説
的
視

点
な
い

し

枠
組
み

を

提
示
す
る

。

そ
れ
に

関
連
し
て
、

各

時
代
に

特
徴
的

な

神
社
の

創
建
を
、

 
古
代
の

出
雲
大
社、

 
中
世
の

吉
田
神
社
・

大
元

宮
、

 
近
世
の

日
光
東
照
宮、

 
近
代
の

靖
国
神
社
を
例
に

挙
げ
て、

祭

神
や

創
建
に

至
る

時
代
的
要
請
を

考
察
す
る

。

ま
た
、

各
時
代
を
統
合
す

る

社
会
イ

メ

ー

ジ

を
、

 
古
代
の

調
停
的
一

者
、

 
中

世
の

根
源
的
一

者
、

 
近

世
の

仮
構
的
一

者、

 
近
代
の

外
向
的
一

者、

 
現
代
の

象
徴
的
一

者
と
し

て

提
示
し
、

そ

の

よ

う
な

見
方
の

根
拠
と

妥
当
性
を

吟
味
す
る

。

さ

ら

に

各
時
代
の

芸

能
の

変
遷
を

、

 
古
代
の

神
楽
（
神

人
一

体）
、

 

中
世
の

申

楽
・

能
（
神
人

複
合
・

半

神
半
人）

、

 
近

世
の

歌
舞

伎
（

人

間
世

間）

と
し

て

時
代
比

較
す
る

。

ま
た

本
来、

神
道
と

仏
教
が

原
理
的

に

違
っ

て

い

る

こ

と
を
、

 
神
は

在
る

モ

ノ

／
仏
は

成
る

者
（

在
神
／
成

仏）
、

 
神
は

来
る

モ

ノ

／
仏
は

往
く
者
（

来

神
／
往
仏）

、

 
神
は

立
つ

モ

ノ

／
仏
は
座
る

者
（
立

神
／
座
仏）

と

対
照
化
し
て

示
す

。

　
以
上
の

諸

点
が

「

日

本
宗
教
史
」

を
授

業
す
る

際
の

工

夫
で

あ
る

。

パ

ネ
ル

の

主
旨
と

ま
と

め

星

　
野
　
英

　
紀

　
大
学
教
員
に

は

二

つ

の

大
き
な
仕
事
が
あ
る

。

教

育
と

研
究
で

あ
る

。

理
念

的
に

い

え
ば
、

両

者
は

車
の

両
輪
の

ご

と

く
不

可
分
の

関

係
に

あ

る
。

し
か
し、

過
去
に
お

い

て

は
、

大
学
教
員
に

限
れ
ば

、

実
態
と
し
て

は

研
究
が
第
一

で

教
育
は

副
次
的
な
も
の

だ
っ

た

よ

う
に

思

う．、

し
か
し

高
卒
の

ほ

ぼ

五

〇

％
が
大
学
進
学
す
る

現
代
に

お

い

て

は
、

大
学
に

お
い

て

教
育
の

占
め
る

重
要
度
が、

か

つ

て

と

比
較
し

て

格
段
に
増
し
た

。

ま

118（952）

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japanese Association for Religious Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assoolatlon 　for 　Rellglous 　Studles

『宗教研究』85巻 4輯 （2012年）パ 不 ル

し

て

や
宗
教
学
の

よ

う
に、

宗
教
と
い

う
誤
解
の

招
き
や

す
い

テ

ー

マ

を

適

切
に

学
生

に
教
え
る

こ

と

が
求
め

ら
れ

る

学
領
域
で

は
、

そ
の

た
め

の

教
育
技
法
や
教
育
内
容
の

工

夫
が

大
い

に

必

要
と
な
っ

て

き
て

い

る
。

こ

の

よ

う
な
主

旨
で

本
パ

ネ
ル

は

開
催
さ
れ

た
。

講
義
に

も

演
習
や

特
殊
講

義
な
ど
さ

ま

ざ
ま
な

形
式
と

内
容
が

あ
る

が
、

こ

の

パ

ネ
ル

で

想

定
し

た

講
義
は

、

一

セ

メ

ス

タ

ー
一

五

回
講
義
で
、

対
象
は
一

、

二

年
生

向
け
の

一

般

教
養
科
口
で

あ
っ

た
。

つ

ま

り
宗
教
を

専
攻
し
て

い

な
い

学
生
に

日

本
宗

教
史
を
い

か
に

教
え
る

か

を

念
頭
に

お

い

た
。

　
バ

ネ
ラ

i
四

名
か

ら
は

各
自
が

、

学
生
に

公

開
し
て

い

る

シ

ラ

バ

ス

が

資
料
と

し

て

配
付
さ

れ
た

。

パ

ネ
ラ

ー

の

専
門
領
域
は

、

仏
教
学、

キ
リ

ス

ト

教
学

、

中
国
学

、

神
道

研
究
を

含
む
日

本
思
想
と

い

う
多
彩
で

あ
っ

た
た

め
、

シ

ラ

バ

ス

は

極
め

て

多
様
で

興
味
深
い

も
の

で

あ
っ

た
。

オ
ー

ソ

ド
ッ

ク

ス

な
編

年
的
な
授

業
展
開
を

核
に

し
な
が
ら
も

、

動
画
や

映
像

を
利
用

す
る

な
ど
を
フ

ル

に

利
用

す
る
実

際
の

講
義
形

式
、

身
近
な
事
例

を
積

極
的
に

取
り
入
れ
て

学
生
の

関
心
を

呼
ぼ

う
と

す
る

講
義
方

法
、

実

際
に
宀

示

教
的
な
伝
統
楽

器
を
パ

ネ
ラ

ー

が
実
演
し

て

見
せ
る

例
な
ど

、

さ

ま
ざ
ま
な
試
み

が
紹
介
さ
れ
た

。

　

四
人
の

パ

ネ
ラ

ー

発

表
に

続
い

て
、

コ

メ

ン

テ

ー
タ

か
ら
発
言
が
な
さ

れ

た
。

そ
れ
は
つ

ぎ
の

よ

う
な
諸
点
に

わ
た
っ

た
。

ま

ず、

一

つ

目
と

し

て

は
、

講
義
者
の

専
門
研
究
と
、

広
範
な
知
識
が
要
求
さ
れ
る

日
本
宗
教

史
の

講
義
実

践
と
の

関
係
に

つ

い

て

で

あ
る

。

二

つ

目

と

し
て

は
、

動

画、

静
止
画
の

使
用
に
つ

い

て

各
パ

ネ
ラ

ー
が
い

か
に

考
え
て
い

る
か

。

第
三

番
目
と

し
て

は、

オ
ー

ソ

ド
ッ

ク
ス

な
編
年
的
網
羅
的
な
講
義
方
法

と
、

い

く
つ

か
の

テ

ー

マ

に
絞
っ

て

い

く
講
義
ス

タ
イ

ル

と

の

関
係
を
ど

の

よ

う
に
ミ

ッ

ク
ス

し
て

い

く
か

。

第
四

に
は
、

学
生

に
よ

る

授
業
評
価

を
ど
の

よ

う
に

扱
っ

て

い

る

か
。

　
こ

れ

ら
に

つ

い

て

は
、

そ

れ
ぞ

れ
の
パ

ネ
ラ

ー

か
ら

意
見
が

だ

さ
れ
た

が
、

映
像
利

用
の

利
用

権
の

問

題
、

身
近
な
宗
教
的
文

化
遺

産
で

す
ら

知

ら

な
い

学
生
が

少
な

く
な

い

現
状
を
教

員
が
認
識
す
べ

き
で

あ
る

こ

と
な

ど
が

指

摘
さ
れ
た
。

学
生

評
価
に

つ

い

て

は
、

毎
回
の

コ

メ

ン

ト
シ

ー

ト

と
の

併
用
が

大
切
で

あ
る

と
い

う
考
え
方
な
ど
が
披
瀝
さ
れ
た

。

ま
た

広

範
な
領
域
を
カ

バ

ー

す
る

日

本

宗
教

史
で

は
、

オ
ム

ニ

バ

ス

的
講
義
方
式

も

あ
り

う
る

と
い

う
提
案
も
あ
っ

た
。

フ
ロ

ア

か
ら
も
い

く
つ

か
の

意
見

が

出
た
が

、

イ
ス

ラ

ー

ム

圏
で

日

本

宗
教
を
教
え
る

こ

と
の

難
し

さ
と
い

っ

た
意

見
も
で

た
。

総
じ

て
、

八

〇

名
強
の

聴

衆
が
集
ま
っ

た
フ

ロ

ア

は

活
発
か
つ

和
や

か
な
雰

囲
気
に

終
始
し
た

。

そ
れ
は
パ

ネ
ル

の

テ

ー

マ

が

多
く
の

人
び
と
に

と
っ

て

極
め
て

身
近
で

切
実
だ

っ

た
か
ら
で

あ
ろ

う。

　

日

本
の

大

学
を
通

観
し

て

み
る

と
、

日

本
宗
教
史
と

い

う

講
義
は

宗
教

学
と
と

も
に

日

本
史
学

専
攻
・

コ

ー

ス

で

も
数

多
く
開
講
さ
れ

て

い

る
。

そ

の

た

め
、

宗

教
学
に

よ

る

日
本
宗

教

史
講
義
の

特

徴
と
い

っ

た
こ

と

を、

宗
教

学
者
と

し
て

は

意
識

す
る

必

要
が

あ
る
よ

う
に

思

う
。

さ
ら

に、

シ

ラ
バ

ス
、

動
画
、

静
出
画
な
ど
を
プ

ー

ル

し
て

共
同

利
用
す
る

よ

う
な
デ

ー

タ
ベ

ー
ス

の

よ

う
な
も
の

を
日

本
宗
教
学
会
と
し
て

も

考
え
る

必

要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い

。

　
い

ま
ま
で

日

本

宗
教

学
会
学
術
大
会
で

は
、

研
究
と

教
育
の

関
連
性、

あ
る

い

は

宗
教

学
教
育
の

実
際
な
ど

に
つ

い

て

集
中
的
に

論
じ

ら

れ
た
こ

と

は
な
か
っ

た
よ

う
に

思

う
。

し
か
し
研
究
第
一

主
義
の

時

代
は

去
っ

た

い

ま、

今
後
は
日

本
宗
教
学
会
と

し
て

も
高
等
教
育
に
お
け
る

宗
教
の

教

え
方、

宗
教
学
教

育
に
つ

い

て、

積

極
的
に

論
じ
て

い

く
べ

き
時
代
が

来

た

よ
う
に
思

う
。
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